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 ２０１４年８月３０日（土） 
［上映時間］　 ①１１：００～  ②１４：００～
［講　　  演］　 １３：００～１３：５０ 映画・漫画評論家 石子順さん 
 　　　　　　　　 (手話通訳付き）

［会   　 場］　 横浜市西公会堂
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『 ペコロスの母に会いに行く 』 
 
 
 [ あらすじ ]  

長崎で生まれ育った団塊世代のサラリーマ

ン、ゆういち。ちいさな玉ねぎ「ペコロス」のよう

なハゲ頭を光らせながら、漫画を描いたり、音

楽活動をしながら、彼は父さとるの死を契機に

認知症を発症した母みつえの面倒を見てい

た。迷子になったり、汚れたままの下着をタン

スにしまったりするようになった彼女を、ゆうい

ちは断腸の思いで介護施設に預けることに。

苦労した少女時代や夫との生活といった過去

へと意識がさかのぼっている母の様子を見て、

彼の胸にある思いが去来する。                   ©2013「ペコロスの母に会いに行く」製作委員会 

  

 

 [ スタッフ ]  
監督・・・森崎東 

企画・・・井之原尊 

プロデューサー 

・・・村岡克彦 

ラインプロデューサー 

・・・林みのる 

 

 

原作・・・岡野雄一 

脚本・・・阿久根知昭 

撮影・・・浜田毅 

編集・・・森崎荘三 

主題歌・・・一青窈 

 

 

[ キャスト ] 
ゆういち・・・岩松了 

みつえ・・・赤木春恵 

若き日のみつえ・・・原田貴和子 

さとる・・・加瀬亮 

本田・・・竹中直人 

まさき・・・大和田健介 

森崎東 監督 プロフィール 
 

１９２７年長崎県島原市に生まれる。京都大学法学部卒業。１９５６年松竹京都撮影所に入社。その後大船撮
影所に移り、野村芳太郎監督、山田洋次監督の助監督、脚本などを手がける。１９６９年『喜劇・女は度胸』で監
督デビューし、以降、『男はつらいよ フーテンの寅』をはじめとする喜劇を精力的に撮り続ける。一連の作品によ
り１９７１年芸術選奨新人賞を受賞する。 １９７５年『生きてるうちが花なのよ死んだらそれまでよ党宣言』に代表さ
れる庶民のバイタリティーあふれる生き方をユーモラスに描いた独特の作品を立て続けに発表し、広く人々の心
を捉えた。２００４年『ニワトリはハダシだ』を発表、ベルリン国際映画祭 フォーラム部門招待、東京国際映画祭最
優秀芸術貢献賞を受ける。 

 
 
原作 岡野雄一氏 プロフィール 

 
１９５０年長崎県長崎市生まれ。高校卒業後に上京、出版社に勤務し漫画雑誌などを担当する。４０歳の時、

離婚をきっかけに、当時３歳だった息子を連れて長崎に戻る。長崎では広告代理店の営業、ナイト系タウン誌の
編集長などを経て、フリーライターに。タウン誌などに描いていた漫画をまとめて、『ペコロスの玉手箱』『ペコロス
の母に会いに行く』を自費出版。自費出版本ながら、地元老舗書店で 2 ヶ月以上にわたってベストテン１位をキ
ープした。２０１２年７月には『ペコロスの母に会いに行く』が西日本新聞社から出版され、認知症の母の今と昔を
やさしく描くそのタッチとさわやかな感動が、SNS での口コミやメディアを通じて広がり、２０１３年６月現在、１４刷
の１６万部を売り上げるベストセラーとなる。西日本新聞社と週刊朝日にて連載中。現在も長崎市に在住し、漫
画を描きながら、母が居るグループホームを訪ねる日々を送っている。 
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                   ＊＊＊   ＊＊＊ 

 

来 場 者 数 １６７名 

アンケート総数 ４５枚（回答率２６．９％) 

 

 

作作品品ににつついいててのの評評価価・・感感想想  
「とても良かった」 １１枚 （２４.４％） 

 

●期待通りで良かった。 

●演出・・・音の表現と光の表現が大変印象的でし

た。3･11以降の社会的問題提示されていて種々

な凝縮された思いがよぎります。 

 

 

＊＊＊   ＊＊＊   ＊＊＊ 

 

●いろいろ考えさせられる作品でした。 

●実に身近な映画だった。大地震の死者２万に対

して年間３万という自殺者の数にも驚く。自殺は

親族を不幸にすると改めて思う。 

●身につまされました。しあわせだった時と人生が

暗転してからの落差、本当に悲劇ですね。日々

の生活を大切にしたいと思いまいした。 

●老いた両親(９８才、９１才)の介護をしているので、

今日の映画で深く考えさせられた。これからの若

者の事を考えたい。 

 

「良かった」 １８枚 （４０.０％） 

 

●人は誰も老い、そして死ぬ。妻に先立たれた父、リ

ストラされて妻子が出て行った息子の2人。男2人

での生活は最初から悲哀漂う。経済的にも苦しい。

死を決し、飲食とらずに部屋に閉じこもる父。人間

とは何か、道徳とは何かを考えさせられる。それに

しても老いていくと男は弱いものだと思う。 

●いろいろな意味で、現在の日本の深刻な状況をう

つしています。それにしても仲代さんがんばってい

らっしゃいます。 

●色々考えさせられ、自分でも身にせまる思いで見

させていただきました。 

●万人向けではない映画ですが、無視はできない問

題ですね。 

●制作意欲を感ずる作品。エンターテイメントとは異

なるため、しばらく時間が経ってからこの作品がど

う私に去来するのだろうかと今は思うのみです。有

難うございます。 

 

 

２２００１１４４．．６６．．７７  第第３３５５回回上上映映会会  

    日日本本のの悲悲劇劇  

アアンンケケーートト集集計計結結果果  

 
講演者 石子順さん プロフィール 講演者 石子順さん プロフィール 

 
１９３５〜 昭和後期〜平成時代の映画評論家、漫画評論家。 

昭和１０年７月１０日生まれ。新聞記者の父とともに青少年期を満州(中国東北部)ですごし、 

昭和２８年帰国。反戦の立場から映画、漫画,児童文化の評論活動を展開。京都出身。 

東洋大卒。本名は石河糺。著作に「漫画にみる戦争と平和90年」「日本漫画史」 

「中国明星物語」など。 

 

 



４ 

「普通」 １０枚 （２２.２％） 

 

●確かにひとつの日本の現状だが、その現状から

どうしていくのか、元々何が問題なにかを問うべ

きだとも思いました。映画そのものは、４人の出

演者の演技は良かったと思います。 

●やるせない感じが残った。字幕はもっと大きくし

てほしい。    

●卒直に言って、よくわからない映画でした。(映画

の内容は聞いていたつもりだが) 年金の不正受

給の話らしいが、設定が震災後になっているよう

だが、・・・平成の初めぐらいに？(昭和の終り？

定かではないが)年金不正受給はかなり話題に

なり、社会問題になったが…。パートカラー

(happyな場面だけ？)の手法は初めて見た記憶。

当たり前だが、仲代の芝居うまい。北村もなかな

かだった。    

●暗転が多くて間が伸びて退屈でした。  

●初めから不幸であったわけではなく、一つの歯

車がくるった(リストラ)ことによってたいへんなこと

になってしまったことを悲劇としてえがいている

のだと思った。   

 

「あまり良くなかった」 ３枚 （６.７％） 

 

●内容が暗く、救いがないまま終わったので、同じ

テーマを描いた作品でも、もう少し明るいタッチの

ものが好きだと思いました。 

●中途半端で終了していたように思う。その後どの

ように完結したかを知りたいと思う。 

●間延びしている。仲代のみが光る。監督、脚本が

プアー。 

 

 

「良くなかった」 １枚 （２.２％） 

 

「無印」 ２枚 （４.４％） 

 

●とても重い映画です。自分も主人を早くなくし男

の子がいます。映画は父親と息子。自分に置き

換えると母親と息子。男女の違いはあるが先のこ

とを考えると社会を変えるわけにもいかず年金問

題があり、子が生きるのにむつかしい社会です。

うまく現せません。映画を見ただけで言葉が出ま

せんくらい重いこと。    

●仲代と北村一輝の演技がすばらしかった。最後ま

でスクリーンに吸い寄せられた。日本の悲劇、

様々な問題を提起している。  

       

横浜キネマ倶楽部に対して 
●今後ともご活動おねがいします。 

●考えさせられる、よい内容でした。 

●お振込でチケットを予約させて頂くことが出来、

有難かったです。ありがとうございました。 

●今回から始まった上映候補作アンケートが良い

ですね！今回は、マナーの悪い方がいて、上映

に集中できず残念でした。 

●予約は家庭ＴＥＬでもＯＫになればなおありがた

いです。 

●上映回数をもっと多くしてほしい。 

●映画を見る機会があまりないので時間が取れれ

ば必ず参加しています。 

●頑張って活動して下さい。 

●倶楽部セレクション、たのしみにしています。 

●今日、賛助会員となりました。これからも楽しみ

にしております。次回も観ようと思っています。 

☆ ア ン ケ ー ト ご 協 力 あ り が と う ご ざ い ま す ☆ 
 
◆これまでの上映作品◆    全３８回  （特別上映会３回含む）  
美しい夏キリシマ/パッチギ！/カーテンコール/二人日和/ゆれる/トリノ、２４時からの恋人たち/長い散歩/ 

天空の草原のナンサ/イノセント・ボイス―１２歳の戦場―/モーターサイクル・ダイアリーズ/恋するトマト/シッコ/歓喜の歌/ 

赤い風船・白い馬/三本木農業高校、馬術部/ラストゲーム～最後の早慶戦/マリア・カラスの真実/ディア・ドクター/ 

扉をたたく人/縞模様のパジャマの少年/春との旅/小さな村の小さなダンサー/冬の小鳥/ホームカミング/ 

ミツバチの羽音と地球の回転/デザートフラワー/ハーモニー 心をつなぐ歌/ドーバーばばぁ 織姫たちの挑戦/ 

エンディングノート/旅芸人の記録/トガニ 幼き瞳の告発/メリエスの素晴らしき映画魔術&月世界旅行/かぞくのくに/ 

警察日記/名もなく貧しく美しく/よみがえりのレシピ/きっとうまくいく/日本の悲劇 
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［［  横浜キネマ倶楽部のページ ］］ 

「映画と話と酒と旅」 

横浜キネマ倶楽部会長 伊藤 幹郎 

 
今年で４３回目という映画大学が広島県呉市で

行われた。初めて参加した印象を記す。 
何よりも素晴しかったのはロケーションである。と

りわけ二日目の会場となった乙女座のある飛び島
海道先端の「御手洗」は風情がある。街のほぼ中
心にある乙女座で「標的の村」を作った三上智恵
監督の話を聞いた。沖縄の米軍基地の拡張反対
闘争に参加する村の老人や子供達の果敢な闘い
ぶりが涙ながらに語られ感動した。 
話の合間や終了時御手洗の街を散策した。この

街は江戸時代から北前船等が瀬戸内海から大阪
に抜ける中継港として、風待ちや潮待ちの港として
栄えた。賑わいの中心は遊郭である。そこでは「お
ちょろ舟」が活躍した。舟に女郎さんを乗せ停泊し
ている船に横付けして、水夫達の求めに応じて、
飯を炊き、酒の酌をし、夜伽をしたという。そのため
街はいん賑を極めた。その名残りがここかしこにあ
る。そこで一句。 
 蝉しぐれ往時の賑いおちょろ舟 

往きは呉港からクルージングであったが、帰りは
島をつなぐ五大橋をバスで渡った。いずれも海と島
と山の景観がすばらしい。 
夜は各地から集った映画サークルの人々との交

流会である。三上監督、高畑勲監督「村上海賊の
娘」の作者和田竜氏、翌日出演した「火の魚」の黒
崎博監督、脚本の渡辺あやさん、そしてヒロインの
尾野真千子さんも参加して盛り上った。私は三上
監督や和田竜さんと少し話をしたが、私にとってと
りわけ嬉しかったのは広島の銘酒を味わえたことで
ある。会場の隅の机の上に六本ほどの一升瓶が並
べられ、自由に指名して飲める。その日「瀬戸内学
入門」を話した地元の先生にどれが美味しいかと
尋ねたところ、「雨後の月」だという。その言葉通り
まことに美味。まったりとしたやや甘口の酒である。
宴の終了までそれを飲み続けた。そこで最後に駄
句をもう一つ。 
 瀬戸内の銘酒に酔えり「雨後の月」  

 

 

 

 

 

「一般社団法人コミュニティシネマセンター 

 ２０１４（H２６）年度 定時社員総会に参加して」 

運営委員 金子美佐緒 

 

２０１４年６月２８日（土）東京国立近代美術館フィ

ルムセンター６階会議室で開催された一般社団法

人コミュニティシネマセンターの２０１４年度定時社

員総会に参加して来ました。「横浜キネマ倶楽部」

は、当団体の正会員であり、毎年、運営委員のうち

数名がこの社員総会に参加しています。 

今年の総会議案、第１号議案２０１３（H２５）年度

事業報告・決算報告、第２号議案２０１４（H２６）年

度事業計画・収支予算は説明、議論の後、承認さ

れました。一部ではありますが、ここに報告します。 

第１号議案２０１３（H２５）年度事業報告の１．受

託事業では、〔１〕地域の映像文化を担う人材を育

成する。〔２〕全国コミュニティシネマ会議２０１３イン

浜松の開催（テーマ「映画を軸にクリエイティブなま

ちづくりを考える」）〔３〕ヨーロッパシネマ（ＥＵの映

画を上映する映画館に対して支援を行うネットワー

ク組織）には当団体の１５館がミニネットワークとして

参加していて、そのとりまとめ、レポートの作成を行

い支援金を得た。との報告がありました。次に２．自

主事業では〔１〕シネマエール東北 東北に映画を

届けよう！プロジェクト（１年間で、岩手、宮城、福

島を中心に、９９回の上映会を開催、約６２５０人の

観客を迎えることができた。約３年間では、のべ５０

０回、２万２０００人。２０１４年３月末までに１７０件を

超える方々から約８００万円の募金が寄せられてい

る。）〔２〕シネマ・シンジケートプロジェクト〔３〕シネ

マテーク・プロジェクト（デジタル化に対応すると同

時に、フィルムでの映写環境確保を保持していくた

めの「Ｆシネマ。プロジェクトを立ち上げた。〔４〕映

画の巡回/特集上映」〔５〕コミュニティシネマ賞の受

賞〔６〕その他の事業の報告がありました。 

第２号議案２０１４（H２６）年度事業計画では１．

受託事業では、〔１〕地域映像文化を担う人材を育

成する。（シンポジウム/全国コミュニティシネマ会

議２０１４の開催、その他）〔２〕ヨーロッパシネマ（加

盟しているミニネットワークのとりまとめ、レポートの

作成） 次に２．自主事業では〔１〕シネマエール東

北 東北に映画を届けよう！プロジェクト〔２〕シネ

マ・シンジケートプロジェクト（コミュティシネマセンタ

ーの加盟館をつなぐ会員相互サービスの実施）

〔３〕シネマテーク・プロジェクト（Fシネマ・プロジェク

ト関連企画（蘇ったフィルムたち）〔４〕映画の巡回

の計画に付いての説明がありました。 

紙面の都合で「横浜キネマ倶楽部」と関係が深

い事業を報告しました。シネマエール東北につい

ての詳しい報告を次の機会にしたいと思います。 
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［［  横浜キネマ倶楽部のページ  ］］  

「 横浜キネマ倶楽部 第４回総会報告 」 

運営委員 岡田明紀 

 

２０１４年５月１０日（土）、横浜キネマ倶楽部 第４回

総会を桜木町市民活動支援センターセミナールーム

１で開催しました。 

出席した正会員は１５名（うち運営委員１２名）、委

任状１９通、５月１０日時点の正会員数４３名で過半

数を満たしており、総会が成立していることを確認し

ました。 

午後２時に司会者が開会宣言を行い、総会が開

始されました。 

会長の挨拶があり、出席者が自己紹介をおこなっ

た後に議事に入りました。 

 

２０１４年度の議事は、[活動報告] [決算報告] [活動

方針案] [予算案] [役員案] となります。 

 

[活動報告] 

横浜キネマ倶楽部は、"会員を中心とした映画、芸

術・文化に関する研究及び情報の発信"を掲げて活

動をおこなっています。 

具体的な活動として主に（上映会）と（映画館づく

り）を中心としております。 

（上映会）は、２０１３年度で４回の通常上映会と１

回の特別上映会を開催しました。第３１回の『かぞく

のくに』ではゲストのヤン・ヨンヒ監督の講演が好評を 

博して、２７８名の来場者がありました。２０１３年１１月

に開催した特別上映会では横聴協との共催による聴

覚障害者向け字幕付き上映会を行い、３３１名と２０１

３年度で最大の来場者を記録することができました。

一方、第３３回の『よみがえりのレシピ』と第３４回の『き

っと、うまくいく』の来場者は共に１１０名前後と振るい

ませんでした。 

上映作品により来場者のばらつきがありました。

（映画館づくり）の方は、映画館づくりに向けての具体

的な活動はおこなえず、ミニシアターを訪問して情報

収集をする訪問活動も定期的におこなえませんでし

たが、それに代わる訪問企画としてマスコミ用の試写

会場として使われている『人形町三日月座』を訪問し

ました。 

 

[決算報告] 

第３１回と特別上映会の収益は、黒字となりました

が、その他の上映会（第３２回、第３３回、第３４回）で

は、赤字となり、年間で１０万円の赤字という結果にな

りました。 

正会員を増やすことで、安定した予算を組む事がで

きますが、現状の正会員数では、１年間の上映資金

をカバーするに至っておらず、依然として、一般来場

者数によって収益が左右されている現状を早く脱却

するためにも正会員の勧誘を強化していく必要があ

ります。 

 

[活動方針案] 

例年通り、４回の通常上映会と１回の特別上映会

に加えて、２０１４年度は、会員の交流の場をもっと増

やしてはどうかという意見がありました。 

現在は、上映会でのロビー交流会でしか会員の交

流の場がないので、もっと交流の場を増やしていく方

針を考えております。 

「毎回上映会に来ている人にチラシを郵送する必

要はないのでは」という意見もあり、もっと細やかな対

応をすれば無駄な出費を削減できるという意見があり

ました。 

特別上映会は、料金を９９９円にした方が会場が安

く借りられるので、予算削減につながるという意見もあ

りました。 

このような意見を２０１４年度の活動方針案として検

討して行き、より良い活動を実現して行く予定でいま

す。 

 

 

（訂正箇所の報告）  

 

 会員に配布した２０１４年度 議案書[活動方針案]の

一部を以下のように修正します。 

 

 □上映会 

  (原案)チケットぴあによるチケットの販売を開始 

  (修正)チケットぴあ等によるチケット販売の強化 

 

 



７ 

[役員案] 

最後に役員提案では、新たに会員の尺英也さ

んが運営委員に名乗りを上げてくれました。 

また、今回の総会をもって運営委員八幡温子さ

んが退任することになりました。 

それぞれ承認され、運営委員の人数は、２０１３

年と同様に１５名となりました。新しいメンバーを迎

えてより良い活動をおこなって横浜キネマ倶楽部

を盛り上げていきます。 

 

[２０１４年度 運営委員体制] 

 会長    伊藤幹郎 

 副会長   石井洋一 

 事務局長 岡田明紀 

  

 

運営委員 宇野直子／金子美佐緒／塩田初美／ 

  鈴木啓真／尺 英也／塚田 豊／ 

  服部太加志／村上克也／安田雅之／ 

山下武信 

監   査  伊藤とよみ／増田惠子 

 

それぞれの議題は活発に討議され承認されまし

た。 

来年、２０１５年の５月で横浜キネマ倶楽部は１０

年を迎えます。 

メモリアルイヤーに向けて、このメンバーで１年間
頑張りますので、会員の方、常連の来場者の方、
今回初めて来場された方、皆様のご協力を心から
お願い申し上げます。 

―――――――――――――――――［事 務 局 よ り］――――――――――――――――― 
 

≪作品チラシ配布のお願い≫ 
会員の皆様には上映会への参加等、日頃より感謝しております。 

現在、運営委員は、次回上映会のチラシ配布による宣伝を行っています。配布先は地域の公共施設、知人等
様々です。 
横浜キネマ倶楽部の活動を広げる一環として、会員の皆様にチラシを配布していただくお手伝いをお願いします。

１０枚程度からで構いません、身近な方々、地域の施設に宣伝をしていただけると大変助かります。よろしくお願い
いたします。上映会当日に声をかけてください。または電話にてご連絡ください。チラシは郵送にて送ります。また、
上映会に来場くださった会員以外の方の協力もお待ちしております。ホームページからのダウンロードも可能です。 

 

≪東北に映画を届けよう！募金のお願い≫ 
東日本地震の被災者、とりわけ子どもたちに、移動上映会で映画を届けるための募金をお願いしています。

ロビーにカンパ箱を設けましたので、ご協力お願いいたします。皆様からお預かりしたカンパは、コミュニティシ

ネマセンターを通じて、被災地の事務局に届けられます。（２０１３年度募金総額は１８，０３２円でした。ありがと

うございます。） 

 
 ≪前売り券購入方法についてのお知らせ≫ 

［ゆうちょ振込による前売り購入］ 
各上映会３日前まで、ゆうちょ口座にて前売りを受付いたします。前売り料金(１,０００円)を以下の口座へご入金 

ください。チケットは、当日受付にてお渡しいたします。 
（但し、次回特別上映会の『息子』は入場料金９９９円となります） 

 
ゆうちよ銀行総合口座   記号  10200 番号  22932931  加入者名：ヨコハマキネマクラブ 

 

［プレイガイドによる前売り購入］ 
前売り券取り扱い所：「有隣堂本店」（伊勢佐木町） ＴＥＬ０４５-２６１-１２３１ 

       「高橋書店」(元町) ＴＥＬ０４５-６６４-７３７１ 
「シネマ・ジャック＆ベティ」（黄金町） ＴＥＬ０４５-２４３-９８００ 

［チケットぴあでの前売り購入］ 
新たな前売り購入方法として「チケットぴあ」での購入が加わりました。 
Ｐコードはホームページ等でお知らせします。 



特別上映会お知らせ 
 『 息 子 』 １９９１年/１２１分   入場料：９９９円 

脚本：山田洋次、朝間義隆/撮影：高羽哲夫 

出演：三國連太郎、永瀬正敏、和久井映美、原田美枝子 

 
２０１４年１０月１３日（月・祝）横浜市西公会堂  
（横浜駅下車徒歩１０分、相鉄線平沼橋駅下車徒歩８分） 

〈 共催：一般社団法人横浜市聴覚障害者協会 〉 
１回目 １１：００  ２回目 １４：００    
講 演 １３：０５～１３：５０ （手話付講演） 

妹尾映美子さん（本作手話指導者） 
                                           

 次回上映会のお知らせ 
 
日時：2 0 1 4 年 11月24日(月・祝) 

１回目11：00 ２回目14：00 
 （講演：フェリス女学院大学教授 矢野久美子さん） 

会場：神奈川公会堂 
（ＪＲ東神奈川駅下車徒歩３分、京急線仲木戸駅下車 
徒歩５分、東横線東白楽駅徒歩８分） 

 

入場料:  会員無料／賛助会員 ８００円 

前売り一律    １,０００円 

当日一律     １,３００円 

障害者      １,０００円 

介護者1名無料 

 

『ハンナ・アーレント』 
 
誰からも敬愛される高名な哲学者から一転、世界中

から激しいバッシングを浴びた女性がいる。彼女の名
はハンナ・アーレント、第2次世界大戦中にナチスの強
制収容所から脱出し、アメリカへ亡命したドイツ系ユダ
ヤ人。１９６０年代初頭、何百万ものユダヤ人を収容所
へ移送したナチス戦犯アドルフ・アイヒマンが、逃亡先
で逮捕された。アーレントは、イスラエルで行われた歴
史的裁判に立ち会い、ザ・ニューヨーカー誌にレポー
トを発表、その衝撃的な内容に世論は揺れる…。 
「考えることで、人間は強くなる」という信念のもと、世

間から激しい非難を浴びて思い悩みながらも、アイヒマ
ンの＜悪の凡庸さ＞を主張し続けたアーレント。歴史
にその名を刻み、波乱に満ちた人生を実話に基づい

て映画化、半世紀を超えてアーレントが本当に伝えた
かった＜真実＞が、今明かされる。 
監督はニュー・ジャーマン・シネマの旗手として現れ、

世界で尊敬される女性監督の一人となった、マルガレ
ーテ・フォン・トロッタ。１０年の構想を経て完成させた
本作では、今なお論争を呼ぶアーレントの思想の本質
に迫ると共に、夫や友人への愛溢れる女性としてのア
ーレントを描き、２０１３年度ドイツ映画賞６部門ノミネー
ト、２部門を受賞。温かな魅力と、深く真実を探る鋭さを
併せ持つアーレントをバルバラ・スコヴァが熱演。本国
ドイツ、フランス、アメリカで大ヒットを記録し、２０１２年
度東京国際映画祭でも絶賛されたのは、決して偶然で
はない。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
＜２０１４年度 新会員＆更新受付中！＞ 
◆入会金５００円(更新時不要)、年会費３，０００円 
（一括払い、会期は２０１５年３月まで） 

◆上映会（４回）を無料で観ることができます。 
◆総会（年度初め）における議決権があります。 
◆特別上映会を5００円で観ることができます。 

＜賛助会員も募集しています！＞ 
◆入会金不要、年会費１,０００円(一括払い) 
◆年度内の上映会を各８００円で観ることができます。 
◆総会の議決権はありませんが、ご出席いただけます。 
 

 
 

〒２３１－００１２ 横浜市中区相生町１の１５  

第２東商ビル４階－Ｃ 労働市民法律事務所 気付 

ＴＥＬ：０８０－８１１８－８５０２ （１０時〜２２時）  

Ｅメール：yokohama_kinemaclub@yahoo.co.jp 

ＨＰアドレス：http://ykc.jimdo.com 

 

HP携帯用サイト：http://mobile.ykc.webhop.net/m/ 

 

 
横浜キネマ倶楽部会報 

発行：横浜キネマ倶楽部 

 
 

２０１２年／１１４分／ドイツ・ルクセンブルグ・フランス 
監督・脚本：マルガレーテ・フォン・トロッタ 
出演：バルバラ・スコヴァ／アクセル・ミルベルグ／ジャネット・マクティア 
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